









































人であるが，子供 2 人いる家族の 40％（白人 5％以下）は年収 $15,000 以下
の貧民層です。更には 20 才から 24 才までの失業者は 30％（白人 10％）。20


























も明示されていました。その「第 2 条第 3 項」にはこうあります。「……各州
の人口は自由人の総数をとり……これに自由人以外の人数の 5 分の 3 を加算し








人間を 5 分の 3 とカウントすることなど実に不合理極まりないことです。
　加えて，黒人に対する連邦最高裁の判断です。1857 年の “ドレット・スコッ
ト判決 ” で連邦最高裁は歴史に残る不名誉な判断を下しました。アメリカ連邦
最高裁判事 9 名は特別に Justice と呼ばれます。（他は Judge） 正しく，法治国
─ 274 ─
報告Ⅱ：アメリカの平等について─黒人問題を事例として─（佐藤）





　3　 「43 名の歴代大統領中，人気 No. 1 を誇る」偉大なるリンカーン
大統領が考えたこと
　黒人奴隷問題は実に根深いものでありました。歴代 43 人の大統領中，アメ
リカ国民の間では数十年間に亘って人気 No. 1 を誇るリンカーン大統領が賞賛
される理由は黒人奴隷を解放したことにあると思われます。確かにリンカーン
は 1863 年に「奴隷解放宣言」を発しました。だが，ちょっと待って頂きたい。

























消えました。そして “5 分の 3 人規定 ” も漸く修正された。だが，戦争が「奴
隷解放」を目的としていなかったことからも黒人は多種多様な問題に直面しま





　それから 90 年程経た 1955 年に転機は突然に訪れました。その当時 1896 年
の “分離すれども平等 ” との連邦最高裁判決もあって，「白人と黒人と分離」
が至る所で当然のこととして行われていました。水飲み場，劇場，トイレ，列車，
















とを自明の真理として信じる』ということです。……」（「I have a Dream」演説から。
1963 年 8 月 28 日）
　非暴力とアメリカの “バイブル” である「独立宣言」に訴えることの効果の
程は劇的でありました。若者が中心となって多くの白人が黒人の運動に共感




　「公民権法」の制定が法律に基づく “ 機会の平等 ” であるとすれば，これか
らお話しする「アファーマティブ・アクション（積極的差別是正措置）」は建


















法に明記された “ 法の下の平等 ”（＝機会の平等）からすれば，違憲と判断せ












































4 名・消極的 2 名・不支持 3 名であることから，交代によって「支持」を大き
く増やすことも考えられます。






　繰り返すまでもなく，人種を問わず全ての国民に “ 機会の平等 ” を保障する
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